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【令和8年３月発行】

『がん患者会・サロン 
     ネットワークみやぎ』

2025年度 研修会(宮城県対がん協会にて集合研修) のご報告

テーマ「がん教育を知ろう」
～体験者の生の声を伝えるために出来ることは何か～

●第1部 【話題提供】

「宮城県におけるがん教育の現状と課題について」 講師(宮城県保健福祉部健康推進課 がん・循環器
病対策班)より，「学校教育におけるがん教育について」「がん患者・家族に期待すること」を資料（データや
実施した写真や動画など）を基に分かりやすくお話しいただきました。

＊日時 ：2026年2月7日（土）13:30～16:00

＊場所 ：宮城県対がん協会 研修ホール

＊参加者：23名(加入団体より16名，事務局7名)

～開会のあいさつ～
がん患者会サロンネットワーク
みやぎ 代表 吉田 久美子氏

●第2部 【グループワーク】 テーマ 「体験者の生の声を伝えるために出来ることは何か」
3グループに分かれ，テーマに沿いながら，それぞれ各団体の現状や「がん教育」に対する思い・検討課題で
ある取り組みについて等を話し合いました。実際に現場で関わったことのある教員の方の経験談など今後の参
考になる貴重な情報提供をいただいたグループもありました。

●グループ発表 ※各グループより話し合った内容を報告・第1部話題提供に関する質疑応答
各グループで話し合った内容の発表と合わせて，第1部の話題提供に関して参加者からの質問・ご意見など
が出され，回答をいただく場面もありました。集合研修ならではの白熱した時間となりました。

【第1部・第２部】
・県内の現状についてわかりやすい内容。以前の研修会
にて「がん教育の外部講師について」宮城県は後進県で
あることを知り残念に思っていましたが，県としては着実に
進んできていると感じました。
・がん教育の外部講師ができる患者が少ないので今後，
がん教育ネットワークを作って頂けることを期待します。
・がん体験者・遺族・医師という多彩な立場からの活発
な意見交換ができ，時間が短く感じるほどでした。できる
ことは何か，というテーマの明確な答えは出ませんでした
が，ひとつのテーマから様々な考えや経験を聞けたことは
とても有意義でした。

【全体】
・活気があった。「がん教育」での体験者の役割が
求められている。対面での研修会は久しぶりだがオ
ンラインとは熱気が違い，交流もある。今後オンサ
イトでの研修会を希望します。
・参加者の皆さんの思いがとても伝わる会でした。
集会形式で開催され，顔・感情が良く見えて良か
ったです。
・宮城県のがん教育はスタートしたばかり！システム
の構築，人材育成等，課題は山積みですが，
皆で協力して作り上げていければと思います。
・「がん教育」について継続的な研修会が必要。

制作担当：髙橋修子

～第1部 話題提供～

*参加者の感想（アンケート結果より一部抜粋）*



【令和７年１０月発行】

制作担当:阿部佐智子

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

ネットワークブースでは手作りのキャップ開けシート（りんりん）と布バッグ（カトレ
アの森）を販売し売上全額をリレーフォーライフ経由で日本対がん協会に寄付
いたしました。お買い上げありがとうございました。

９月27日、28日、晴天にも恵まれ仙台市青葉区青葉山公園 仙臺緑彩館にて開催され「がん患者
会・サロン ネットワークみやぎ」は今年も全体集会と位置付け参加し、全体の活動紹介の他に「ぶどうの
樹」「日和山カフェ」「がんの子どもを守る会」の３加入団体の活動紹介をしました。
当初は27日正午～28日正午まで24時間開催でしたが、会場付近でクマの出没情報があり参加者の
安全を考慮し27日は夜間開催を停止し、28日９時から再開となりました。
宮城県、病院・医院、がん相談員、リンパ浮腫ケア、アピアランス関連、看護学生さんなど
多方面のブースが数多くあり、がん患者さんを支える輪が広がっていると感じました。

宮城県では厚生労働大臣が指定したがん診療連携拠点病院（東北大学病院含め
８病院）以外でがん診療を 行っている病院のうち一定の要件を満たす病院を宮城県
がん診療連携推進病院を地域のがん医療の拠点として患者本位で持続的にがん治療
を提供することを目的として8月に指定しました。
○気仙沼市立病院○坂総合病院○仙台オープン病院○仙台厚生病院
○仙台市立病院○東北公済病院 以上６病院

「リレー･フォー･ライフ･ジャパン2025みやぎ」 に参加!
がん告知を乗り越え、生きていることを祝福し、旅立った愛する人たちをしのび、がんで苦しむ人や悲しむ人をなくす社会をめざして

祝う しのぶ 立ち向かう

28日の講演では田淵貴広氏（東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野准教授）が「メディア伝えない、
がん予防のはなし」と題しタバコが肺がんだけでなく数多くのがんの原因になっている、禁煙でがん罹患、死亡が約３割
減少する。多くのメディアはタバコ会社がスポンサーとして関わっている関係上、たばこの健康への影響を伝えていないと
力強く話されていました。

ネットワークのブース

～ 「宮城県がん診療連携推進病院」が指定されました ～



【令和7年9月25日発行】

制作担当:佐藤麻希

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆2025年度 交流会報告◆ 日 時:7月24日(木)130:30~16:00(Zoomによるオンライン形式)
参加者:21名(「ネットワークみやぎ」に加入の15団体から)

●第１部 「がん患者会・サロン ネットワークみやぎの活動報告と計画」
●第２部 話題提供
〇がんの子どもを守る会 学校での講演活動について 代表 葦名俊宏氏
〇気仙沼市立病院 患者会hinamiの活動紹介 戸羽敦子氏
〇東北大学病院 がんサロンにおけるピアサポートとの協働について 齋藤明美氏
〇がんサロンはなたばの活動紹介 地域活動における課題について 代表 後藤千鶴子氏

●第３部 グループワーク

〇気仙沼市立病院

2017年より乳がん・婦人科がん患者会として病院内でスタート
。茶話会、物作り、研修会などを月一回開催し5～6名の参加
があります。2024年からはピアサポート相談を予約制で受付し
1対1の対面式で、ピアサポーターをメインに看護師と相談員が
同席しています。同席の理由として、他部署への繋ぎの有無、
支援の質の向上、ピアサポーターのストレスケアなどがあります。
今後の課題として、ピアサポーターの育成、院内外への周知など
があります。

＊話題提供の内容を簡単にご紹介します。各団体に特色があり、思いや課題に共感しました。

〇がんの子どもを守る会

「子どもにもがんがある」ことを広く知ってもらえるよう、中学、
高等学校にてがん教育を行っています。闘病中の学校生活
への課題（退学や転校、単位、WEB授業が認められない、
復学時のアピアランスケアなど）に加え、先の見えない治療へ
の不安など体験談や思いを中心に話しています。“生きている
ことは当たり前ではない、生きていることは素晴らしい”とメッセ
ージを送っています。講演後には文化祭などでレモネードスタ
ンドに取り組んでくれ、子どもの素直で熱心な姿があります。

〇東北大学病院

がん診療相談室・がんサロン「ゆい」として看護師1名、ソーシ
ャルワーカー2名により、来室による面談、電話相談をしてい
ます。AYA世代、稀少がんの相談、ハローワーク、社会保険
労務士の相談窓口も担っています。がんサロン「ゆい」では、
患者さんの作品の展示、ガイドラインなどの本の貸し出し、ウ
ィッグの見本を設置して好評を得ています。茶話会は月1回
開催し、10人～15人程度の参加があり、会の進行はピアサ
ポーターが対応しています。また、ピアサポーター養成研修修
了者の実習を受け入れています。

〇がんサロンはなたば

はなたばの活動場所は、仙台市内の町中にあります。参加者
はコロナ前2017年年間192人の参加がありましたが、コロナ後
2023年は30人、大幅な参加者の減少があります。しかし、地
域の中のがん患者たくさんいて、困っていてもどこにも繋がってい
ないことがあります。関係性が途切れ孤立をしている遺族の方
や、子育て中の若い患者さん、ヤングケアラーなどの課題もあり
ます。地域サロンの方向性・意義を、サロンの継続、協働、みん
なの保健室としての役割の3つをポイントに、今後の課題と活動
の展開を検討しています。

＊グループワークの時間は十分に確保し、参加者同士の情報交換の場となりました。参加者アンケート回答から
一部抜粋しご紹介します。アンケート内容から話題提供の学びやグループワークの様子を感じてみてください。

情報提供として、県保健福祉部健康推進課小野寺班⾧より、宮城県がん診療連携推進病院の選定が進んで
いることのお知らせなどがありました。

〇話題提供について〇
・患者会といっても、それぞれ違う活動をして興味深く、自団体の活動の参考になった。
・がんの子どもを守る会のがん教育がとても興味深く、話しを聞くことができとてもよかった。
〇グループワークについて〇
・がんと診断された時からすくに緩和ケアと患者会・サロンの紹介というシステムができると、患者・家族は救われると思う。
・院内周知が課題の団体も多く、同じ課題を抱えながらも地道に院内の他部署へ働きかけることの重要性や活動を続けていく
こと、参加人数が問題ではなく、話せる場所や聞いてくれる人がいることが大切であると思った。



【令和７年4月２日発行】

制作担当:阿部佐智子

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

ピアサポーターフォローアップ研修会開催 ＜3月15日（土）宮城県がん総合支援センタ-＞
受講者6名が参加され、がんサロン動画視聴講習とロールプレイを行い、がんサロンでのファシリテーター
（進行役）の役割を学びました。ネットワークコアメンバー１名がアドバイザーとして協力しました。

＊＊＊ 宮城県がん対策推進条例制定 ＊＊＊
待望の宮城県がん対策推進条例が3月14日県議会で制定されました。
2023年10月末、がんサロン・ネットワーク みやぎ加入団体有志として宮城県知事宛に、がん条例制定
要望書を提出してから1年5ヵ月経過し東北6県では最も遅い制定となりました。
今後どの様に「がん予防・早期発見・医療提供」が行われ、がんに罹患しても宮城県で安心して生活出来
る環境整備になるか引き続き関心を持っていきましょう。 ＜条例内容は宮城県のホームページを検索＞

涙活の効果は?
映画や本、音楽などで心が動き涙を流すとことは自分と向き合う行為で脳が
リラックスした状態へスイッチが切り替わる。また免疫力がアップし、リンパ球が
活性化するそうです。涙1粒を流すことで１週間ストレスが貯まらないことが医
学的に証明されているとの話がありました。

参加者アンケートより
・涙はマイナスではなく、免疫力を高めたり、ストレスを解消したりするプラスの作用があることがわかりました。
・患者さんとお話している時、涙を流す方にも涙の効用をお話したいと思いました。
・泣く事は悪い事ではないと思ってはいましたが、こんなにも心や体に色々な良い作用があると知る事ができ
とても良かったです。人前でなければ思いっきり泣いていこうと思います。
・以前から興味があったテーマでした。泣くことの効果や泣き方など理解することができ満足しました。
・動画が⾧すぎた感じがしましたが、泣くポイントは人それぞれなので、色々な動画を流したのですね。

泣けない? どうすれば泣ける?
「自分は泣くことが出来ない」の思い込みを外すこと、涙が出たら我慢しないことが
泣けるポイント。
泣きのツボは人生経験と重なり人によって違っているので、様々な映画や小説な
どから自分の泣きツボを探してみましょう。
ツボを見つけるヒントは「○○への感謝の手紙」を書いてみること。例えば○○に
家族が入れば、あなたのツボは家族となります。
部屋を薄暗くする、アロマを焚く、ティシュ、ハンカチを用意するなど泣きやすい環
境にしておくのもお勧めです。

講師:吉田英史氏

2024年度「がん患者会・サロン ネットワークみやぎ」研修会開催
2月18日 (土)2024年度研修会をオンライン方式で開催いたしました。
今回のテーマは「涙活のススメ」～心と体が楽になる涙の使い方～
「なみだ先生」こと感涙療法士の吉田英史氏からストレスと上手に付き合う方法を「涙活」を
実際に体験しながら学びました。



【令和6年11月発行】

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

「リレーフォーライフジャパンみやぎ」 に参加しました!

＊サバイバーズトーク ＊クリニカルアート
体験コーナー

～患者さん手作り～
＊キャップ開けシート販売

＊10/19（土）・20（日）の二日間、青葉山公園・仙臺緑彩館にて開催されたリレーフォーライフジャパン。
5年ぶりの24時間開催となった今回のイベントでしたが、残念ながら、雨が降ったりやんだりの不安定な天気に
当日のスケジュールも何度か変更され、更に深夜には強風が吹き荒れテントがめくれたり、ルミナリエが飛び去
ったり……。
＊様々なトラブルに見舞われ、実行委員の方々はとてもご苦労されたことと思いましたが、そんな中でも、子供
連れの方々やご家族での参加の方も多く、大盛会の二日間となりました。

ネットワークから、コアメンバー
の佐藤麻希さんが参加。
貴重な体験談や患者サポー
トなどについてのお話で盛り
上がりました。

「はなたば」さんのスタッフのご協力
をいただいての開催。思い思いに
色を重ねていくクリニカルアートに
たくさんの方々が笑顔で参加され
ていました。

「りんりんの会」さんより、患者さん
が作ってくれた「キャップ開けシート」
の情報提供があり、販売を実施。
売上金は全て日本対がん協会に
寄付させて頂きました。

＊石岡千加史先生のご講演

「我が国と宮城県のがん対策～
私たちが出来ること」という演題
でお話しいただきました。新たな情
報をいただいたことで、がん対策が
身近に感じられ、関心をお持ちに
なった方も多かったと思いました。

祝う しのぶ 立ち向かう がんの告知を乗り越え、生きていることを祝福し、旅立った愛する人たちを
しのび、がんで苦しむ人や悲しむ人をなくす社会を作ることをめざします。

《お知らせ》
＊2025年2月18日（火）pm～
第2回交流会（研修会）をZoomにて
開催予定です。

※詳細につきましては後日、ご案内致します。

制作担当:髙橋修子



【令和6年 9月26日発行】

制作担当:佐藤麻希

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆2024年度 交流会のご報告
(Zoomによるオンライン開催)◆

日 程:7月16日(火) 13:30～16:00
(Zoomによるオンライン形式)

参加者:27名(「ネットワークみやぎ」に加入の21団体から)

＊第１部 「がんサロンネットワークみやぎの活動報告と計画」説明

＊第3部 グループワーク＊
５～6名ずつの4グループにわかれてグループワークを行
い、各団体の活動状況について情報交換を行いまし
た。講演会の余韻も残り、がん教育への話題が多く時
間が足りず、今後の活動へ向けて大きな励みになりま
した。

＊第２部 「第4期宮城県がん対策推進計画について」～がんとともに尊厳を持って安心して暮らせる社旗の構築

宮城県保健福祉部健康推進課がん・循環器病対策班 班⾧小野寺保氏

推進計画について内容の説明、解説を頂きました。概要の要点は以下の3つです。

全体を通して様々なデータが示してくださり、とてもわかりやすいお話でした。どの目標にも計画の評価（ロジックモデル）が示され
目標だけでなく実行していくこと、中身を伴う計画書と感じました。冊子は県民目線で読みやすく作成することを心掛けたとのこと
です。ホームページから印刷もできます。ご興味ある方は、秋の夜⾧、ぜひご一読ください。

１．患者会活動の充実ピアサポートの普及

がん診療拠点病院の指定要件に「ピアサポーターを活用、患者団体等との連携」が明記されています。しかし
国立がんセンターによる「患者体験調査」の結果では、ピアサポートの認知度が低く、利用も少ないことがわか
りました。同調査でピアサポートを利用した方の7割が役に立ったと評価は高いです。県ではピアサポートの認
知度を上げ、活用した患者さん等の割合を上昇させることを目標にしています。

２．がん教育

小中高校で「がん教育」が行われるようになりましたが、文科省は外部講師の活用を求めています。しかし宮
城県の外部講師活用率は全国ワースト2位です。全国的に活用された外部講師の職種は“がん体験者”が
最も多くなっています。県としては外部講師派遣のため、県・学校・教育委員会・拠点病院で情報共有でき
る仕組みを検討しています。

３．拠点病院に準ずるがん診療を病院の県独自指定

宮城県はがん拠点病院以外でがん治療をする患者さんの割合が高く、特に仙台圏では63.2％ががん拠点
病院以外で治療をしています。がん拠点病院と同質の標準治療を実施するため、一定の要件を満たした病
院とがん拠点病院が連携していく仕組み作りをしています。

＊吉田代表挨拶＊ がん患者会サロンネット
ワークみやぎは今年10月に10周年を迎えます。
加盟団体も今年度は３１団体になりました。
今年コアメンバーが変更になりました。「がん哲学
外来仙台チャウチャウ会」佐藤まどかさんから「り
んりんの会（ここりん）」の佐藤麻希さんです。
よろしくお願いします。

＊参加者アンケートより＊
第2部の話題提供がとてもわかりやすく、身近に感じられ患
者に寄り添った計画と感じた方が多かったようです。
ピアサポートの認知数や利用数、がん教育の外部講師活用
率の低さに驚いたとの感想も多くあり、今後の自団体での活
動への課題と受け止めている感想も多くありました。ピアサポー
ターやがん教育でがんサバイバーの活躍の幅や場が広がってい
く可能性をみなさん感じたようです。
第３部グループワークでは、他団体の活動状況、課題を知
ることができて有意義な交流会だったとの感想が多く寄せられ
ました。オンライン交流から対面での交流の再開を期待する声
が多数寄せられていました。また、がん教育の準備、手弁当で
の活動から補助金や報酬と言った提案、患者会などの学会
発表の機会など踏み込んだ意見もありました。
アンケート結果からは満足度の高い交流会となりました。



【令和6年4月1日発行】

制作担当:高橋修子

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

＊日 時 :2024年2月17日(土)10:00～12:00
(Zoomによるオンライン開催)

＊参加者:34名

患者会やがんサロンにおける
聴く力、コミュニケーションについて

◆2023年度 研修会(Zoomによるオンライン開催）のご報告◆

＊講師 五十嵐 江美 先生
（東北大学病院 精神腫瘍科医）

今回、東北大学病院精神科で精神腫瘍科医(サイコオンコロジスト）としてがん患者さんやご家族の「心」を専門に診療を
行っている五十嵐先生から「サイコオンコロジーとは」「言語的・非言語的コミュニケーション～ のコツ」「傾聴って何?」「セルフケ
ア・マインドフルネス」等についてお話を頂きました。
【アンケート結果】●研修参加に満足:78.6%(やや満足:21.4%)●今後の生活に役立つ内容:100%という結果となり、
「具体的で分かりやすいお話が今後の活動の参考になった」・「セルフケア(自分を大切に）について知ることが出来た」等々の
感想が多数寄せられました。(※再度、視聴したいとのお声もあり、事務局で前向きに検討しております。）

 コミュニケーションのコツを学ぼう!
●言語的コミュニケーション

①相手の感情をきく(相手が抱えている感情を言い表す）
②相手の話を言い換える(相手の言った言葉を違う言葉で言い換える 理解・共感しているということを示す）
③相手の話をまとめる。

※「メラビアンの法則」・・・言語情報(話し言葉) 7％ ・感覚情報（声の調子など) 38％ ・視覚情報（みぶり) 55％
●非言語的コミュニケーション…言葉以外も重要!

①表情 ②視線（適度なアイコンタクト）③話を促すようなうなずき ④身体の動き（姿勢・相手との距離・相手に対
する体の向き）④声(相手に合わせた声のトーン・速さ・適度な抑揚）

 セルフケア～「この人となら話を続けてみたい」「安心して話せる場」を作る 穏やかな非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取る準備
※自分自身を癒す活動～自分が癒される活動(趣味）のストックを持っておくことも大切

●バウンダリー(私と相手の心の境界）を守るために・・・
①自分の体調に気を配る ②自分の感情まで相手に合わせなくてもよい ③プライベートをきちんと分ける ④出来ること
・出来ないことを理解する ⑤相手の反応を見ながら(踏み込みすぎない） ⑥負担にならない時間の⾧さ(30分程度)

 マインドフルネス(「こころが満ちた状態」と言う意味):意図的に今この瞬間に価値判断をすることなく注意を向けること
●日常生活でのマインドフルネス・・・自分を外から眺めてみる 問題から距離を置く（脱中心化）

●「HALT」をさける! ※自分を大切にすることを意識するのも大切
Hungry（お腹をすかせすぎない）Angry(深呼吸・イラっとしたら3秒待つ）Lonely（他のメンバーと仲良く・
つながりを持つ）Tired （無理しすぎない・しっかり休む）

【ご報告】 第33回日本医療薬学会年会（2023年11月3日~5日・仙台国際センターにて）開催時に日和山カフェ
副代表 西村和佳子氏がシンポジウムで発表された 「患者が薬剤師や薬薬連携に期待すること」をお話し頂きました。
薬剤師さんと患者との密接な関わりの体験をもとに、患者の立場から連携にこめた想い等をお伺いすることが出来ました。

【質疑応答】 ～参加者からの質問に五十嵐先生がご回答してくださりました～
Q:患者さんとお話しする時、自分の体験をどのくらい交えて話したらよいか、傾聴に徹したらよいかを伺いたい。
A:2パターン（①体験を聞きたい・②私の話を聞いて!）の方がいらっしゃるので、言葉で確認(どちらが良いか

尋ねてみる）したり、表情を見て判断したりすると良いかも。一人一人のお気持ちに合わせて対応することを心がける。



【令和5年1２月発行】

制作担当:阿部佐智子

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

「リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2023 みやぎ」 開催報告
開催日:10月14日(土) 13:00~1８:00
会 場 :仙台市榴岡公園

「第4期宮城県がん対策推進計画の策定にむけて」要望書を提出しました
現在、宮城県では令和6年度から施行される第4期宮城県がん対策推進計画を策定中です。策定にあたり、宮城県がん
対策推進協議会ワーキング部会には「カトレアの森」阿部佐智子さん、がん対策
推進協議会には「東北労災病院 四つ葉の会」吉田久美子さん、「がんサバイバー
ショッププログラムGlueグルー」佐々木加奈子さんが、がん患者代表として参加して
います。また、この機会に是非、がん患者、家族の声を届けたいと思い、ネットワーク
みやぎ加入の２４団体様の賛同をいただき、要望書を10月30日に吉田久美子
代表が宮城県に要望書を提出致しました。
また、宮城県では中間案を作成し、県民の皆さまの意見・提案を募集中です。
詳しくは、宮城県のホームページをご覧ください。

曇ひとつない秋の晴れ渡った仙台市榴岡公園でリレー・フォー・ライフ・ジャパン 2023 みやぎが開催されました。
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により2020年より開催を見合わせ、また昨年は雨天中止となり、4年ぶりの待ちに
待った開催となりました。当日は村井嘉浩宮城県知事の祝辞（代読）をいただき準備体操の後、がん患者、医療従事者、
がん体験者の家族の方とサバイバーズウオークで始まり、サバイバーズトークではネットワーク加入団体「すい臓がん患者と家族
のおしゃべりサロンぶどうの木」代表の濱端光恵さんが
登壇しました。
ネットワークのブースではケア帽子、タオル帽子販売と
クリニカルアート体験に多くの方にお越しいただきました。
6年前当時12歳でテーマソング「始まりの歌」を歌って
いた一心さんは、今回も素敵な歌声を聞かせて下さっ
た他に、会場の音響担当者としても開催に協力して
下さいました。
日没時間の関係上、予定時間より早めの閉会となり
ましたが、笑顔溢れる一日となりました。
来年の会場は仙台市青葉山公園仙臺緑彩館です。
お会いできることを楽しみにしております。

お 知 ら せ
<ネットワーク研修会 開催します＞
1. 開催日時: 2024年 2月17日(土) 10:00～12:00
2. 研修内容:「患者会やサロンにおける聴く力、コミュニケーションについて」
3.  講 師 :五十嵐 江美 先生（東北大学病院 精神神経科 医師）
4. 受講方法:オンライン(Zoom)

＊詳細は「がん患者会・サロンネットワークみやぎ」事務局より
ご案内いたします。
皆さまのご参加をお待ちしております。

♪ご協力ありがとうございました♪
2023年、皆さまに研修会参加、要望
書賛同などネットワークみやぎの活動に
ご協力いただき、ありがとうございました。
2024年も、皆さまとの繋がりを大切に
しながら活動してまいります。
引き続き、ご協力のほど、よろしくお願い
いたします。

要望書を手渡す吉田代表

お 知 ら せ

ルミナリエ

開会式

ネットワークブース準備中です



【令和5年9月発行】

制作担当:佐藤まどか

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆2023年度 交流会「今年がチャンス 患者会・サロンから声を届けよう」 報告◆
日 程:7月18日(火) 13:30~16:00(Zoomによるオンライン形式)
参加者:18名

●第１部 「がん患者会・サロン ネットワークみやぎの活動報告と計画」
●第２部 「第４期 宮城県がん対策推進計画の策定にむけて」 吉田 久美子 代表

※吉田代表が体調不良となられ、当日は急遽欠席させていただいた為、こちらのお話は、吉田代表がご準備されていたスライドをもとに、
宮城県保健福祉部健康推進課 がん・循環器病対策班 班⾧ の 村上めぐみ氏 より、お話をいただきました。

●第３部 グループワーク:テーマ 「今年がチャンス 患者会・サロンから声を届けよう」

「第4期宮城県がん対策推進計画の策定にむけて」について

〇 患者や患者の家族と医師の溝はまだまだ深い。また一般の方にとってがんは縁遠い話になりやすい。当事者も含めた行政や
医療提供者が塊となって、担当窓口や教育委員会と顔合わせをするなりして、がん教育を進めるための元年として欲しい。
また対がん協会にお金が出ているということなので、サロン開催などを積極的にバックアップし予算を徐々に増やす方向に進めて
欲しい。また、患者体験を医療提供者や行政に伝える必要もあるので、医療関係の専門学校や大学、医歯薬学部などへの
患者体験教育の充実も制度化する必要があると思う。当然social mediaの活用、YouTube、podcastなども含め、あらゆ
る媒体からの発信を大いに活用していく必要があると思う。手弁当になることで、持続的な開催が見込めなくなることは過去に
何度も起きていると思う。
〇 当事者が当事者目線で関わり、発信していく必要性があると思います。先ずは、計画策定を他人事にしない。
〇 宮城県は健康維持に少し疎い気がするので、意識の向上が必要な気はします。がんに対しては、３０、４０代、子育て世
代のピアサポートケアが少ないように思います。

「グループワークについて」
〇 「人と話す」ってその場の空気感が一番大切だと思うので、ウェブ上ではない交流会を希望します。
〇 意見交換や各団体が置かれた立場（院内など）を理解することができた。
グループワークの参加者が患者会、サロン運営者等様々でそれぞれの立場から意見が交わされたのが良かったです。時間が足ら
ないと感じました。 がん患者、関係者の声を村上班⾧さんに直接、伝えられたことは満足です。
「交流会全体について」
〇 対面であれば参加できないところを参加できるためオンライン開催には満足です。もちろんデメリットとしていろいろな方と雑談や
ご挨拶ができないことは残念です。
〇 大変有意義な時間が過ごせて良かったです。いつか、対面で皆さんにお会いしたいです。
〇 今回初めての参加でしたが、みなさんと情報交換ができたことで有意義な交流会となりました。

<がんピアサポーター養成研修＞
1. 基礎編 動画視聴並びに課題提出期間 10/2(月)～10/31(火)

応用編 オンライン研修(Zoom) 11/25(土)10:00～16:30
2. 対象:宮城県内在住のがん体験者（患者、家族）で募集条件を

満たす方 10名程度(希望者が多い場合は書類選考)
3. 受講料 :無料
4. 研修内容:ピアサポーターに必要な基礎知識、自分の体験を語る、

ロールプレイなど
5. 募集締切り:9月15日（金）

＊詳細は宮城県がん総合支援センターのHPをご覧ください。

<リレーフォーライフジャパンみやぎ2023＞
今年は晴れますように。そして多くの皆様方と、再
会が叶いますように!ボランティアさん募集中です。

10/14(土) 13～18時 仙台市榴岡公園
仙台駅東口よりのウォークは12時半出発
詳細は、リレー・フォー・ライフ・ジャパンみやぎの

ホームページ、及びFacebookアカウントをご覧く
ださい。

お 知 ら せ

＊当日の参加者は、患者会運営者の方が最も多く、次いで がん患者さん、医療従事者、がん体験者のご家族の方・・と続き
ました。以下に、アンケート回答より皆様のお声を一部抜粋し、ご紹介いたします。



【令和５年３月29日発行】

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆ 2022年度 がん患者会・サロンネットワークみやぎ 研修会 報告 ◆
～オンライン（Zoom）開催～

がん患者団体に出来る支援
～活動を通して伝えたいこと～

 開催日時:2月28日(火）14:00～15:30
 講 師:三好 綾 氏(NPO法人がんサポートかごしま理事⾧）
 参加者: 38 名 (県内 27名 ・県外 11名 ）

【アンケート結果より】

【参加者からの感想】 ※アンケートの回答より一部抜粋

＊わかりやすく身近なテーマの研修でした。がんや死をタブーとしない、丁寧に伝えることが、いのちのバトンをつな
ぐためにはとても大切なことだな、と感じました。

＊三好さんのお話から、今の自分にできることをあきらめずにこつこつと続けていくことが大切なのだと感じました。
勇気をいただきました。

＊三好さんの活動に敬服いたします。正直ここまでやれるのかという想いです。苦労をされたことでしょう。体験者
の想いは体験者でなければ語れません。患者会の役割はますます大きくなってゆくことでしょう。三好さん、きっと
神様から与えられた働きなのでしょうね。 とても励まされました。

＊学校でのがん教育に興味があります。 宮城県内でのがん教育の場に参加できればと思っていました。あれだけ
幅広い活動をしていらっしゃるのは、本当に素晴らしいと思いました。

＊このような企画、そして外部からの参加を受け付けていただき、ありがとうございました。ご自身の闘病の詳しい
お話を聞けたことは患者会の企画ならではだと思います。 対面での交流がベストかもしれませんが、つながってこ
その患者会活動なので、ここにいていいんだという「空間」を提供しながら、「仲間」との「時間」を共有したいと思
います。 がん患者会・サロン ネットワークみやぎさんの益々の発展を祈っています。ありがとうございました。

がん患者さんとご家族のサポートをする患者団体を仲間とともに運営されている三好氏は「がんサロン」
の運営、ピアサポーターの養成、小中高対象のがん教育「いのちの授業」を通して、がんについての知
識や命の大切さを伝える活動をされています。今回は「がん患者団体に出来る支援～活動を通して
伝えたいこと～」と題して体験談や実践されている活動を詳しくお話しいただきました。

制作担当:高橋修子
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3（15.8％）
3（15.8％）
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11（57.9％）

6（31.6％）
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講演の満足度



【令和4年10月17日発行】

🌼 制作担当:佐藤まどか 🌼

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

◆ 2022年度 交流会のご報告(Zoomによるオンライン開催) ◆
日 程:8月5日(金) 14:00~16:00(Zoomによるオンライン形式)
参加者:23名(「ネットワークみやぎ」に加入の18団体から)

実に2年半ぶりの交流会が開催されました。

６～７名ずつくらいの３つのグループに分かれ、グループワークを行い、各団体の活動状況についての情報
交換や、今後の活動についてなど、お話しました。久しぶりの再会に、時間はあっという間に過ぎていきまし
た。画面越しであっても、やっとみんなの顔が見られた嬉しさ、会えて話せた嬉しさがこみ上げました。

＊第２部:グループワーク

＊第１部 「コロナ禍におけるがん患者会・がんサロンの運営」

お話:ホッとサロンin仙台 代表 伊藤 美由紀氏
ホッとサロンとめ 代表 鈴木 玲子氏
りんりんの会 代表 髙橋 修子氏

東北大学病院 がんサロン「ゆい」 古山 美智子氏

試行錯誤して懸命に活動を続けてこられたお話に、胸が熱
くなりました。ホームページの強化、オンラインでのサロン開催、
ハイブリッド開催の試み(会場+オンライン開催)、徹底した
感染対策下での自宅サロン開催、活動資金に繋げたハン
ドメイド作品作り、製作したマスクの病院スタッフへの寄贈、
手作り胸用パッドの普及活動、会員の声を集めた冊子の
作成等々。

それは、今まさに支援を必要としている方にとっても、誰かと会いたい、話したい、相談したい気持ちは同じで、そのようなシチュエー
ションが必要だということを再確認しました。今後の課題や目標といったお話も出て、活動のお話は大いなる刺激になり、多くのエネ
ルギーをいただきました。
また、宮城県保健福祉部健康推進課 がん対策班 班⾧の村上めぐみ氏より講評を頂き、お忙しい中、有り難うございました。

【参加者からの感想】 アンケート回答より一部抜粋

＊４名の方から、違う環境下での活動のご様子を伺え、大変良かったです。皆さんの熱量と冷静な分析、コロナ禍でも何か
出来ないか、何が出来るかを考え、実践していかれたご様子は大きな学びとなりました。
＊医療機関内での活動について、コロナ禍における厳しい状況と試行錯誤しながら患者、家族の想いに応えられるよう活動
は継続しているということが共有できた。感染対策から院内の方限定になってしまうので公に広報できないもどかしさも理解で
きた。また、既存の患者会の高齢化でオンライン等にシフトできないことも、今後若い方たちをどのように巻き込んでいくことも問
題提起された。
＊コロナ禍の活動は、どの団体様も工夫して活動しており、サロンは対面だけとは限らず参加者と交流できると実感いたしまし
た。今後の活動の参考になり、これからも話題提供の場があると嬉しいです。

<がんピアサポーター養成研修＞
1. 基礎編 動画視聴並びに課題提出期間 11/1(火)～11/30(水)

応用編 オンライン研修(Zoom) 12/17(土)10:00～16:30
2. 対象:宮城県内在住のがん体験者（患者、家族）で募集条件を

満たし、基礎編・応用編のどちらも受講できる方 8名程度
3. 受講料 :無料
4. 研修内容:ピアサポーターに必要な基礎知識、自分の体験を語る、

ロールプレイなど
5. 募集締切り:10月21日（金）

＊詳細は宮城県がん総合支援センターのHPをご覧ください。

<リレーフォーライフジャパンみやぎ2022＞

昨年はオンラインイベントとして行われましたが、今
年は会場参加が出来ます!

開催期日は

11月23日(水・勤労感謝の日)午後。
詳しい会場・時刻・形式などは、Facebookの

リレー・フォー・ライフ・ジャパンみやぎアカウントにて
追ってお知らせとなります。楽しみにお待ちください。

お知らせ

「出来るところからみんなで一歩ずつ」「とにかく何とかしたい」。必死のその思いで模索し動き続けた、まさに悪戦苦闘。
それぞれの皆さんに共通していらしたのは、熱い気持ちと果てしなく深い愛情でした。



＊一般社団法人がんチャレンジャー代表理事であり、がん罹患者に関わる方専門の

産業カウンセラー、両立支援コーディネーター等の資格をお持ちの講師 をお招き

しての研修会がZoomによるオンライン形式で開催されました。

＊がん体験者（ 2017年12月、38歳のとき中咽頭がん告知）である花木さん。ご自身が「がんチャレンジャー」

となり、その実体験からのお話とともに、「寄り添い方」に関するアンケート(がん罹患経験者対象）結果から

「嬉しかった関わり」と「辛かった関わり」について具体的な事例もお伺いすることが出来ました。

＊最後のまとめとしてお話しいただいた「り患者主体の関わり」(受け止めることが出発点）「傾聴」「共感」「適度

な距離感」「普段通り」、というキーワードと「察すること」の意味合いを、初心に戻り、再度こころに書き留めておき

たいと思いました。 ※著書：「寄り添い方」ハンドブック・「青臭さのすすめ (未来の息子たちへの贈り物）」等

【令和3年12月発行】

制作担当：髙橋修子

『がん患者会・サロン
ネットワークみやぎ』

2021年度 研修会(Zoomによるオンライン開催）のご報告

＊開催日時 ・・・11月6日（土）14:00～15:30
＊参 加 者 ・・・ 36名（ネットワーク加入団体関係者・ 医療関係者

・ピアサポーター研修受講者・看護学校生）

がん罹患者への寄り添い方とは

～体験者が語る うれしかったかかわり、つらかったかかわり～

【参加者からの感想】 ※ アンケート回答者28名（回答率 77.7%） ※ 頂いた感想の一部記載

●とても分かりやすい講演でした。具体的な事例を挙げながらだったので、テーマをより身近に感じることができました。

最後の質問コーナーで取り上げた、「察することが大切なのは健常者に対する姿勢と同じように考える」「つかず離

れずも寄り添う形」というあたりがグッときました。「がん患者」というフィルターを通して接することが、意識的に当たり

前のようになっていた気がして、人として接することの大切さに改めて気づかされました。ありがとうございました。

●患者側からの目線でお話していただき、医療従事者としては身の引き締まる思いで聞かせて頂きました。しぐさや

言葉使いひとつで患者さんへプラスの働きになったり、逆にマイナスになることがあることを改めて痛感させられました。

●実際に体験された方のお話はとても参考になりました。ピアサポートの必要性を改めて感じ、活動の場がもっと確

立されればと思いました。

＊ ピアサポーター養成研修会 開催中 ＊

今年度はZoom開催での研修会となりました。

8名の体験者の方々がそれぞれ下記の内容で

受講されております。

●基礎編1回目：12/4(土)※終了致しました。

●基礎編2回目：1/29(土)

●応用編：6月に開催予定です。

＊ 事務局より ＊

昨年は交流会や研修会等が開催出来ず残念な

一年になってしまいましたが、今年度、Zoom開催

での研修会が実現できました。自宅に居ながら県

外等の講師のお話が聞けるというメリットもZoom

ならではだと思います。苦手な方、機会がありました

ら是非、トライしてみてくださいね。

～お知らせ～

花木 裕介氏
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今年で��年目を迎えるリレーフォーライフみやぎ。

既に実⾏委員の⽅々が精⼒的に準備されています。

「ネットワークみやぎ」は、今年で¨�©���mi,

ます。今年は前回よりスペースも広くなり、内容もより
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皆様も、ぜひ⾜をお運びください︕
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場所︓仙台国際センター内 せんだい⻘葉⼭交流広場 国際センター駅市⺠交流施設「⻘葉の風テラス」

＊詳細はまた後⽇、決まり次第、お知らせいたします︕
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�����÷ 宮城県対がん協会において交流会が開催され、�ø���������������� �!

"#$%& 「患者アンケート最終報告」を宮下光令教授（東北⼤）か
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て〜」を藤井千代⼦⽒（産保センター）からお話しいただきました。

第⼆部の交流会では、事前に皆さまからお寄せいただいた題材をもとに、

患者会やサロンの運営資⾦、参加者の増員や定着、スタッフ育成、企画・

広報についてのディスカッションが⾏われました。各団体の状況・情報を交換

出来たことが今後に活かせる事を願うとともに、話せなかった問題、⾒えてき
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今年で�D周年となるリレーフォーライフみやぎ。実⾏委員⻑の⾼橋悦堂⽒よりご案内をいただきました。

ネットワークみやぎも、今年®回目の参加をいたします。皆様、ぜひいらしてください︕
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＊新年度より新しい顔ぶれで活動して参りますので、皆さま×Ø�bご協⼒よろしくお願いいたします。
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チームとして、また個⼈として、今年も参加できたことに改めて喜びを感じました。
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今年も皆さんにご協⼒いただきながら作成。
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� 今年もリレーフォーライフへ参加します︕ 皆様のご協⼒をお願いいたします�

⽇時︓�������	〜�
���	 会場︓地下鉄国際センター駅前広場

〜 ����年度 ��� 交流会が開催されました︕〜

当⽇は、宮城県のがん対策について（⼋巻班⻑）、宮城県がん総合⽀援
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皆さまにもそれぞれの活動紹介をしていただきました。宮城県⽴がんセンターの
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kè8±�w���同志のつながり合いが深まり、⼀つの輪になって、少しずつ回
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)�*河北新報に中間報告が掲載されました。

〜第�	回東北⼤学病院市⺠公開講座に参加〜
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��º��ê 国際センターにて開催された東北⼤学病院主催市⺠公開講座で展⽰コーナーに参加しました。

ë�qìíî)1ï�ðkñz+º»団体様からご協⼒いただいたポスターを壁⼀⾯に掲⽰しました。
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⼀つの目標に向かって皆で協⼒し合いながら進

むことの⼤切さと共に、その喜びを感じられる展⽰

コーナーでした。ご協⼒いただいた皆さま本当にあ
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����� 宮城県対がん協会において交流会が開催され、º�Ó3���1���=>�!£�@?!A

今年�⽉に「がんサロン︓はなたば」様が加⼊し、現在の加⼊団体は��Ó3�;�@?!A

県内初の画期的な取組として「がん治療に伴う医療⽤ウイッグ購⼊と補整⽤具の助成

事業」が今年度から栗原市で開始されました。りんりんの会では３年ほど前から患者の声

として⼤崎市加美町等の議会に訴え続けてきましたが、やっと念願が叶えられました。この
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聖路加国際病院精神腫瘍科部⻑
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+ ,�E年��'F⽇（⾦）'$G$F〜'#G$F H�% ネットワーク交流会開催予定（対がん協会内）

+ ,�E ��I JK�L�MNOP QR������STUV WWW ご協⼒お願いいたします︕

�������	
��
����������������������������名、複数回答あり︓

� 体験者２７名、家族６名、医療者１２名）にご参加をいただき、保坂先⽣から講義を受けながら!"#$

%&をし、その都度わからないことを質問していくという内容で研修会が進んでいきました。
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CD先⽣から「⾝近でソーシャルサポートしてくれる⼈が２〜３⼈必要」と教えていただきましたが、私E

Fが誰かの２〜３⼈の中に含んでいただけるように、できる範囲で努⼒していきたいと感じているところですB
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また、ロールプレイを講義の途中に何度か取り⼊
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当⽇は、参加団体より今年度の活動計画等を紹介していただくと共に、吉⽥代表より

ネットワークの年間スケジュールの説明が⾏われました。
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が⼀つの輪になって、ネットワークの活動を盛り上
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� 交流会が開催されました︕〜
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